


1. 本 誌 は ､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るため ､研 究 者 が そ

の研 究意 見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い､ ま た､研 究 に関 連 した

情 報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊 行 され ます｡ 掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研 究 会 ･国際 会議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 零 に関連 した諸 問題 に つ い て の意 見 ､

情報 な どで す｡

2､. ′本 誌 に掲 載 され る論 二束 につ い て は ､原 則 と して審査 は行 な いヽ

ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ い て は ､改 訂 を求 め ､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で ◆privatecommunication扱 い に して下 さいO

投 稿規定

1･ 雄 琴 のペ ー ジ数 を節 約 す る ため原稿 は魅 力簡 潔 にお書 き下 さ

い ○ し

2. 原稿 は4=60字 詰 原構 用 紙 を億 用 して下 さ いO

3. 数 式 ､言己号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規 定 に

に準 じ､ミス プ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

い○

上 ツ キ､下 ツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨荒 して下 さ い｡

英 字 の大 ､ 花 文 字 ､ ギ リシャ の手旨走 を忘 れ な い よ うに､O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と rr､¢ とe､1(- ル )と 1(イチ )､X と×

(カケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡

4. 数 式才は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さ い O

5･ 1行 以 内 にお さ ま らな い可 能 性 甲 あ る長 い数 式 等二は必 ず改行

の際 の切 れ 目 を赤 で指 定 して下 さ い｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 し ませ ん｡ - 頁以 内 に入 らな い図 は原 則

と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て い た だ きます｡

7. 投 稿 後 の原稿 の言丁正 は で き るだ け さ け る よ うに して下 さ い ｡

8. 別 刷 が入 用 な場 合 は ､投 稿 の際 に所要 部 数 を10部 単 位 で 申込

んで下 さい｡ 別 紙代 は下 言己方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ

き ます ｡

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡

p :物 石汗出 来 上 り頁 数

Ⅹ :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 - 頁 の 代 金⊥ 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別 刷 代 - (a p +ち)Ⅹ 十送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さいO

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ り ま す

す か ら ､御 子主意 下 さ い｡

9_ 原 稿 締 切 日 は毎 月 20日 で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 さ れ ま す

ます ｡
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掲 示 板

1.新潟大学 では,教養部が教授または助教 項を公募 しています,理学部物

理学教室で も拡充そ.の他によって公募 す る予走です ｡

(新潟大 越 野)

2. ｢The iToLlrth To妊yo SLImmer Insもitute｣の 鍬知 らせ

今年の秋 ,京都において統計力学適療会 儀が鯛催 され ますが, この機会

を活 かして ,I,,第2割亘理論功 各章東京産朝学校 を,荷 電舘子系の統 計物理学

を王;T:･･Bとして,下記の次革で無 く予定 C･V o

記

1. 時 : 1968年 9月 2日～ 9月 6日

2. 所 : 日本 ク リス チャ ン ･アカデ ミ- .[--A酉 セ ミナー ハ ウス

(京都膚 左京区 )

5. 講演者及び講演 霧臼の予定 :

R.Balescu :Klnetic rllheory of Unstable and

Turbuleat Plasmas.

D.DuB〔lis :LVon.-llmeaT Interact10n Of Electr0-

magnetic Waves ln Plasmas.

S.Ichimaru:Theory c)f Fluctuations in a -L'urbulent

Plasma

Y-.i.Kli皿OntGVICh:Kinetic EquatjIOn Of Partially

Ionized Plas,rna.SWit.h account of

工nelastic Processes

V.P.Silin : Transport Thee)ry of PlaSmas in Strong

Magnetic Field

4. 参加費 : 占L100円程度

我が 国の物性物理学の分野の研究者には,あまり popular でないよ

うな話題 ですが ; む しろそ うであるか らこそ,■このよすな主題で 草斯学
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掲 示 板

校 を開 くことに大 きな意 充が ,競ると思 い ます O 既成 の学闇路系に とらわ

れ な い plOneer Splrltに溢れ た新 しい世代 の諸兄姉 の積極的 な勧参

加を瑚待 いた し ます ｡

参加 希望者 は, 6月20日までに ,葉番 に ,所 属 (大学 院学生 は学卒 ),

主な研 究分野 を衡記 入の上 , 壁掛華摸 索韓吊宛,鰍 申込み下 さいO尚,

宮 司学校租璃 香 呂会 は,久保 (幣大理 :委 員長 ),木原 〔東大噌),中

嶋 (東 大物 性研 1 ,高野 (異教 大理 1,寺島 (名大プ ラズマ研 ),水 野

で名大 プ ラズマ研 ),西川 (京大増),三沢 (日大 増エ ),苗 吊 (′日大

増工 )に よって 夢営 され てお りますので ,柄j聞合 せ, 鰍意 見, 緑希撃,

宴を , 上記 L,7J芳凱 二勧連 絡 いただけ れば ,幸 甚です O

発 議 宣掬 立板連絡 事務局

千代 日]匪神田駿河台

日本大学 増工学部物 男至学教 室

市 jii 芳 彦

7,､J. International Conference on Light Scattering Spectra

oI Solids

埠所 .' New Yol･k-Universiも.y

日時 : 19月 5,4,､5,6日

中心 にな る話適 は次･･JT)とお り :

･｣The ba･sic,mech･'-:Lnism早 0.I light EjCatterl工ユg lr!SOlids.

Raman scattering bv elementary exc,itaもions

(i.e.plo_onons, pOla.ritons, plasmL7rlS, eXCitons, and

TnagnOnS and their coupled modes).

Raman seattering by ユocaユized excitations.

Raman scattering by eユectr.ons in magnetic field.

Raman sLCa七もeringrby ･bOundへelecけ Qn e,ⅩCitations･

-Br･H iouip scat_i,er沌g∴by accous41C Pho_n?ns.

determination of the matrix elementsこfbr light
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人 のう ご き

scatもering. 1土gbt scattering as a も00-1 for studylng

cri七ical fluctuations and phase transitions.

modern exper-imental techniques for Raman,Brillouin

and Raylelgn SCattering.

アブ ス トラ ク ト (～ 4 0 0語 ,〆切 5月 1 5日)送 O発 :

Conference Secretary : J.BiTman

Deparもment of Physics

New York University

Universiもy liel.glLl七s

NeW Y(､rk,N.Y.1[7455､

4.基研研究会 ｢相転移点の近傍 におけ る Dvnamical ProcessesJ

･研究連絡鱒電算 機計算額公募

先の研究部員会議 で上記研究会が 認め られ ,今年度分 と して旅墳 S L1万

円,計算蛍 15万円の配分 を受 け ました ｡研 究 会は秋 に鴎 く予定 ですが ,

今年 9月京都 で開催 され る統 計力学 国際会議 を前に して, 吏点的に･酎 君を

支出したいと思 います Lつ御 希望の方 は下記の要鞄 で森撃 (九大理学部物理 〕

宛 勧 連絡 下 さい｡

尚,希 望者 多数の場合 の配分 に抽しては世話人 にお任 せ下 さいO

〔Aコ 研究連 絡唐 (対象 金裾約 10万 円)

18 日 的 ③ 朝 日 ･,Tjをj閣 ④ 必要金和

楽 随時支出 します

〔B〕 計夢 牽 (対象 金崩15万円 )

Q) 計鼻テ-‥マの簡単 な説明 (23 ト希呈,I:13客電

光 一応 6月 15日を締切 といたします O

光来 コマーi/ヤルベースの もの を除 きます .

4月 1 7日

世話人代表 森 峯 , 川 崎辰夫
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人 の う こ き

o 田巻繁氏 は東北大金研か ら新潟大理物理- 4月 1日付で移 られ ました｡

o 中野 滋氏 べ')Vリン (フ リッツ ･-ーバ-研究所 ) より東北教養-

帰国 〔4月 15日)

･J 田中 実氏 東大物性研助手 東 北大 ･工 ･応埋 ｡助教授 (広池研究

室) 19 68年 4月 1日付

｡ 石井 力 氏 東大 ･理助手 (和 田研)に採用

久保亮五氏 (東大 ･理1 5月 17日→ 5月 28日 "Stochastic

processes in Chemical Physic,S''二についての由梶

会議 出席のため,米国出張 (Univ of California-

La Jalla ),

鈴木増雄氏 (東大 ･理助手 ) 物性研究助教授 (理論 此)に昇任

(2月)

川村 滞氏 /一物牲餅助手-) 凍大理助手 (久保研)に転任予定

(5月)

o 植山 宏氏 京 大物松原研 阪大･教養 西山研助手 として就任

4月1日付

-154-

く)

I



プ レプ リン ト責 内

〔日大 ･撃工 ･物理〕

Fl.uctuations and Lambda Phas'e Transition in Liquid

Helium. (A.A.Ferrell,N.Menyhard,H.Schmldも,

F.Schwabland P.SZiePfalusy)

CollectiveMotions of the Relaもivistic.Gravi℃ational

Cias. (Ph. Cro苧-Vincent and Remi Hakim .)

Many-Body Problem with Gaussrian Pctential.

(α.F.FillPPOV )

Inelastic Scattering of Slow Neutrons in Imperfect

Ferromagnetic Crystals. (LP.Dzyub)

Ground State of Solid Neon. ･(J.P.昆aIISen )

Exciton and Discret.e States in Mixed andA40lecular

Crysttils. (I.S.Osad-ko )

On theNon-Li.near rl'heory ofa Hydrodynamic Beam Instab一I

ility. (V.Gl.Makhan'庄OV and a.α,Shchinov )

The Eff'ect of 工or1-工on Collisions on theNon-Linear

LangmLlirWa_ve Intera.ct10n in Plasma.

(Ⅴ.a-.Ma.khan-kov and B.G.Shcninov )

〔東北大 ･工 ･応物 ･桂〕

Tbermodynamic Bounds on ConBtarlt Volume Heat Capacities

and Adiabaもic Compressibilities.. (J.C.Wheeler a.nd

R.B.Griffiths)

A'.Combinatorial Approach to the Ferroelectric Problem.

(A.W.Ciibberd l

Phase Transition of IsingModel and Applica,lion to

Ferroelectricity ofRochelle Salt. (S_Miyazima)
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ブレブily ト嚢内

Inequalities of J.Ⅵ.O-ibbs. (冒.Falk )

Cri七ical Phenomella in Heisenberg Models ofMagヱユetism.

(H.E.Stanley l

Crit1Cal Propert]'.es of Isotropically - Interacting

Classical Spins Constrained もo a Plane.

(冒.FJ.Stanley )

〔東北大 ･工 ･応理 ,守田〕

SrJalar rnl･erac七ion in Superdense Matter (α.Kalm･:-Ll'ユ_)

古;ffect of Ordinary Scattering on the Resistivity A_L':･Omalv

due to lMagneもic lmpLITities (∵K.Fischer )

い好天 ･教養 ,伊豆山研〕
m T.Bea1-Monod が1d j〕.R.Fredkin:Sr)in Waves in Heろ ln

もhe ParがnL--1gqOn Modeユ. (Shan葛-Keng 1.払 う

_LleTnperaもure Deper!denCe 〔Jf the Spin SusceptlL〕ility of a

Nearlv Ferromagnetic Fermi Liq_Llid.

(irlJ.■L'il.BeaユーMonod and Shang-Kerlg Ma arid D.A.Fredkin)

〔久 保 研〕

Contribution to the Theory of s-d problem 工

- Spin C汀een JTunc~Lion ForfTluユation-

(Kiyoshi KawamL1ra.)
I

FacL11もe de員 Sciences de Paris Labora七〇一ire de Phy,Slque

des Solides rRapport dlActivユ古きNo. 4, 1968 )

Laboratoire de PbVSlque des Solldes AssロCie au Cars

Facuite des Sciences D'orsay (Rappcrt a.Activl最 )

Ordering in Certain Statistical Svsもems of lsing SplnS

(Hug.io Nakano )
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プレプ リン ト軍内

QuantLlm Noise XI:Multitime Correspondence between

Quantum and Classical Stochastic Pro'cesses

(Melvin Lax )

scalar 王nteraction in Superdense Matter (G-.Kalman )

MeaBurementS a.nd Correlation Functions (Pa.ul C .Martin)

Effec･ts of Spin Waves on Spin-Allowed Optical Transiti-

ons (Torn Moriya and Michiko lnoue )

Infユuence ofMagnetic Ordering on the Lattice Vibration

ofKNiF5 (Kaduwo Sinもani,Yuzo Tomono･A七sushi

Tsuchida and Kユlti Siratori )

IneqLは 11もies of J.W.G圧bbs (H.Falk )

Proceedings U.S.-Japan Seminar on Low Temperature

Pbvsics

Oェユ SLIhlls Theory of Excha_Tlge Scattering in Metals

(Jun Rondo )

Free~ Energy Shift of Condし辛Ction E:lecもrons Du.e to the

s-a ら:Ⅹchange Intera_ction･ ,(Jur71Rondo )

Paramagneもic SpillRelaxatiorユ 1n Some Hydra.ted Nickel

Salt･S (Kiichi Amaya.Yasuo TokLlnaga and Taiichiro

呂aseda )

〔東北大 ･工 ･応物,桂〕

Etaもs Propres et Valeurs Propres de LIhamiltonien

Dfapp8_riement. (M.G-audin )

Paramagneもic Spin Relaxation illSome Hyd･rated hJickel

Salts . (KiichiAmaya,Yasuo rllokLmaga and Ta土ichiro

Haseda )

A Con°eCture Concerning an AsymptolLic Modification of

the YvOn- Born- Glreen Equation for Fluids of Rigid

Spheres and Disks. (David A/Young and Stuart
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プ レプ リン ト案内

A.Rice )

The Excitation Spectrum of Antiferro皿agnetic Rings.

(D.B.Abraham )

On the Be七he Hypothesis for もhe AnisotropIC H'eisenberg

chain. (Michael Fli-cker andflaryey S.Leff)
1

some 触 act Calcula七ions on a Chain ofSpins盲 II･

( Th.Niemeijer)

O-eneralization ofLee-Yang-s Theorem (rllaro Asano)

Ising模型の相転移 (唐木幸比古)

編 集 後 記

｢おや皆 さんまだですか O｣息せ き切 って駆 け込んだ Y編集長 . 時は 4月5

日12時 50分 ｡ 轟合時刻を過 ぎること20分 ｡ 凡そ何時 もらしくな く今 日は

自分 よ りまだ遅 い者がいることを見 出 して半 ばあきれ顔半ば不服そ うな 日差 し

で部屋 中を見廻 され る｡ ｢まだ編集委員会の集合通知が物理教室には来 てませ

んがo｣ と K氏 ｡ ｢化学教室も｣と校正担当の H氏 O ｢そ うですかOどこで また

た止 っているのや ろQ｣責任追及とばか り日比をも決 して基研専務室の方へバ

クバーク｡

今回は投稿論文 もまあ まあ揃 って編集員も気重な気挿 ｡M先生 ,0先生 の講

義 ノ ー トの原痛が まだ来てな いための責任者への電話の催促Oどち らも連絡が

つかないが余 り憂 クツにもな らない ｡ 研究会報告 と講義 ノー トの催促の分損を

きめて大体 議題 は終 り. アイデ ィアマンの N氏が多忙 のため編集員を新進 の Y

氏 にバ トンタ ッチ したい 旨の申出あ り｡ 止 むな く了承 . _

今回は都合で委員会は早 く銅いたが既定通 り20日までについた原稿 は病巣

長 と発行人 の責任で今号に掲載することを確認 して 15時過 ぎ散会Q終 りに物

桝 のスムーズな刊行 ?は多忙 の Y編集長 と速決主義 の 員氏の督励に遇 う所が多

い ことを再確認 して初校終了間際 ギ リギ リに督促 された編集後記 とします｡
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